
清水地区

１．はじめに

２．工事概要

防食工(電気防食)　52個

付属物工(係船柱)　 5基

江尻埠頭 江尻2・3号岸壁

３．現場に於ける問題点

①　施工現場の背後地公共岸壁物揚場スペースの確保

・陽極(アルミニュウム合金陽極3.5A 50年型)52個取付にあたり、施工延長分75mの岸壁背後地

物揚場スペースの施工期間中の確保が必要となる。

施工箇所の江尻２号・3号岸壁は、通常冷凍船が接岸し物揚場上にてトラッククレーンを使用し

船から冷凍マグロを陸揚げを行いトラックに積み込み各冷凍倉庫へ運搬を行う岸壁である。

江尻3号岸壁には、荷役専用ステージも設置されていて荷役作業待機船も接岸する岸壁です。

又、陽極取付時期が陽極製作期間を考えると、まぐろの消費の多い年末年始の時期となり

荷役作業及び船舶の接岸に大きく影響を与える状況となる。

②　陽極取付作業での水中溶接の安全且つ効率化

・陽極取付箇所は岸壁基礎鋼矢板への取付となるが、岸壁上部コンクリートが張り出し陽極

吊り下げ時に潜水士が、矢板側に押さえつけないと陽極の固定が困難で陸上からの

吊り下げ作業と潜水作業の上下作業となってしまう。
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海側 陸側

*岸壁法線より陽極溶接個所が陸側にある。

*陽極吊下げでの溶接個所は危険を伴う。

４．対応策・工夫・改良点

①　工事受注後、海上保安部許可申請書及び、陽極工場製作で２か月必要となるため

現場施工時期が早くて１２月上旬になってしまう。

施工時期の決定と事前の工事説明を、岸壁管理者および岸壁利用者に周知を行い

岸壁使用状況の把握を行った。

岸壁管理者が工事発注者であることから、早期の段階で希望時期の岸壁背後地使用を

確保して頂いた。

しかし、岸壁利用者荷役が年末に掛け発生するため、岸壁利用者との打ち合わせを頻繁に行い、

最終的に年明け１月中旬からの岸壁背後地を使用しての工事施工を行った。

江尻埠頭係船予定表

②　陽極取付方法の施工手順書作成し、安全かつ効率的陽極取付方法を決定し施工を行う。

1)　陽極取付手順

・ 陽極吊下げ用フック取付

取付位置の計測として上部工天端を基準とし、スタッフを用いて陽極取付位置を確認しマーキングし　

マーキングした位置に陽極を仮設置するためのフックを水中溶接にて取付る。

吊り下げ用フックは、陽極を設置するに当たり高さの基準となり上下作業の防止にもなる。

潜水作業中は、見張り員を設置して付近を操業中の漁船及び通行船の監視を行い、

必要な場合は退避措置を取る。
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吊下げ用フック取付状況図

・ 陽極吊下げ

陸上にて鋼矢板に陽極を仮設置するための番線を取り付ける。

番線の長さは、吊下げフックと陽極芯金との間が80cmとする。

番線の長さは、陽極を吊り下げたときに芯金が矢板と密着する長さとなる。

陽極をクレーンで水中まで吊り降し、フックに番線を引掛け仮設置する。

クレーン作業を行う前には、クレーンの設置する箇所の平坦性が確保出来ていることを

クレーン運転手及び玉掛者他作業員全員で確認後作業を行う。

・陽極溶接取付

陽極が仮設置されているため潜水士が抑えることなく溶接作業ができ

陽極芯金の周囲の付着物を除去後、鋼矢板に水中溶接で強固に取り付ける。

溶接は、既定の溶接長・脚長を確保するよう施工する。

熟練した作業者を配置し、事故防止に努め製品に損傷の無いよう施工する。

陽極吊下げ状況図

80cm



陽極溶接取付状況図

以上の陽極取付方法の施工手順書を作成し安全かつ効率的陽極取付方法を決定し施工を行った。

以下に実施施工状況添付

取付位置計測 番線取付

取付フック設置 取付フック設置

取付フック設置 陽極吊り下げ



陽極吊り下げ 陽極吊り下げ

陽極溶接取付 陽極取付完了

４．おわりに

公共岸壁を専用しての施工に関しては、岸壁管理者および岸壁利用者との利害関係が発生するため

関係者との密なる打ち合わせと、調整が必要となる。

今回の施工にあたっては、岸壁管理者が岸壁利用者と施工業者の仲介を行ってくれた関係上

トラブル、苦情の発生もなく工事を完成することができました。

工事説明、打ち合わせも早い段階から行ったのが良い結果となったと思います。

尚、施工に関しても施工の立案等専門業者の手際よい施工及び、経験からの施工で予定工事日数より

短期間で施工が出来、岸壁開放も早期にできたことが良かったと思われます。


